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弊社パイプライン化合物がマウス近視モデルにおいて進行抑制効果を確認 

— 強膜の小胞体ストレス軽減による新たな近視治療戦略に期待 — 

 

慶應義塾大学医学部の池田真一、栗原俊英らの研究グループは、TLM-003 に関わる化合物（以

下 化合物）を有効成分とする点眼薬が、マウスを使った実験で近視の進行を抑える効果を示す

ことを明らかにしました。本研究は、坪田ラボおよびロート製薬の支援のもと行われ、2025 年

7 月に医学誌『BMC Ophthalmology』に発表されました。 

 

タイトル：Dose-dependent myopia-suppressing effect of 4-phenlybutyric acid eye drops in a 

mouse myopia model under masked condition 
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【研究の背景】 

近年、世界的に近視の有病率が急増し、特にアジア地域において深刻な公衆衛生上の問題と

なっています。進行した近視は、網膜変性や緑内障などの重篤な眼疾患のリスクを高めること

が知られています。これまでの研究で、眼球の強膜における小胞体ストレス（ERストレス）が

近視の発症に関与していることが明らかになっています。 

【研究の概要】 

本研究では、レンズ誘導近視（LIM）マウスモデルを用い、開発中の点眼薬TLM-003（濃

度 0.04%〜2%）を投与し、屈折度と眼軸長の変化を評価しました。その結果、0.5%以上の濃

度で投与したグループにおいて、屈折度の近視化や眼軸長の延長が有意に抑制されることが確

認されました。特に2%濃度の化合物を投与した群において、近視進行の抑制効果が最も強

く、マウスの正常な眼の成長には影響を与えないこと、さらにはウサギを用いた試験によって

も安全性が確認されました。 

 



さらに、動物実験における客観性を確保するため、処置を行う担当者も評価者も投与内容を

知らない「完全盲検下試験」を実施し、その中でも化合物の効果が再現されたことは、臨床応

用に向けた可能性を強く示す重要な成果です。 

近視の進行には、強膜における小胞体（ER）ストレスが重要な役割を果たすことが先行研究

により示されています。今回の研究では、ERストレス軽減作用を持つ化合物の点眼によって、

近視進行が抑制されることが実証されました。 

【研究の主なポイント】 

⚫ 化合物を有効成分とする点眼薬（0.5%〜2%）は、近視進行（屈折異常・眼軸伸長）を有

意に抑制。安全性の確認 

⚫ 盲検下でも同様の抑制効果を確認 

⚫ 強膜の小胞体ストレスを標的とした近視治療の新たな可能性を提示 

本成果は、近視の新規治療法としてこの点眼薬の可能性を示すものであり、今後の臨床応用に

向けた重要な一歩となります。 

【今後の展望】 

本研究は、化合物が強膜のERストレスを抑制することで近視進行を防ぐという新たなメカニ

ズムを提示するとともに、安全性および有効性を動物モデルで実証したものです。今後は、ヒ

トを対象とした臨床試験を通じて、TLM-003 点眼薬の実用化に向けた研究開発を加速してま

いります。 
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